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問
　
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
が
配
布
さ
れ
、

対
象
者
か
ら
喜
び
の
声
と
同

時
に
指
定
医
療
機
関
に
女
性

医
師
を
希
望
す
る
声
が
あ
る

が
、
対
応
で
き
る
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　
富
士

見
市
・
ふ
じ
み
野
市
と
東
入

間
医
師
会
と
の
会
合
で
女
性

医
師
確
保
を
働
き
か
け
る
。

問
　
本
町
で
は
乳
が
ん
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
集
団
検

診
で
実
施
し
て
い
る
が
、
病

院
で
の
個
別
検
診
を
望
む
声

が
あ
る
。
対
応
で
き
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　
地
域

内
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
設
備
の
あ
る
病
院
と
な
い

病
院
が
あ
る
の
で
、
公
平
性

を
図
る
た
め
に
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
集
団
検
診
と
し
て

い
る
。
個
別
検
診
導
入
に
つ

い
て
は
医
師
会
と
協
議
す
る
。

問
　
乳
が
ん
検
診
は
一
定
期

間
毎
の
定
期
検
診
と
日
常
の

自
己
検
診
が
重
要
で
あ
る
。

自
己
検
診
啓
発
に
浴
室
に
置

く
シ
ャ
ワ
ー
カ
ー
ド
等
の
検

診
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
て
は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　
有
効

か
ど
う
か
研
究
す
る
。

◆
町
保
育
行
政
の
充
実
を

問
　
本
町
保
育
行
政
を
支
え

て
い
る
民
間
保
育
所
の
経
営

安
定
や
町
営
保
育
所
と
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
法

定
の
運
営
費
以
外
に
児
童
処

遇
改
善
費
・
給
食
主
食
代
・
保

育
士
給
与
改
善
費
等
の
町
独

自
の
補
助
金
交
付
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
民

間
保
育
所
の
経
営
状
況
は
厳

し
く
、
町
独
自
補
助
は
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
の
補
助
創
設
に
向
け
、

詳
細
を
研
究
す
る
。

問
　
待
機
児
童
の
受
け
皿
で

あ
る
家
庭
保
育
室
の
保
育
料

に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ

た
補
助
を
、
ま
た
、
２
子
以
上

の
保
育
に
対
し
て
は
上
乗
せ

補
助
の
創
設
は
ど
う
か
。

答
　
こ
ど
も
家
庭
課
長
　
大

変
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
、

実
施
に
向
け
て
検
討
す
る
。

︿
そ
の
他
の
質
問
﹀ 

災
害
時
要

援
護
者
支
援
計
画
策
定
と
要

援
護
者
名
簿
作
成
に
つ
い
て

問
　
国
の
地
域
活
性
化
・
経

済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
で

金
額
的
に
は
学
校
の
情
報
通

信
技
術
関
係
の
整
備
に
集
中

し
て
い
る
。
経
済
危
機
対
策

の
趣
旨
か
ら
言
え
ば
、
地
域

経
済
と
の
か
か
わ
り
が
切
望

さ
れ
る
が
、
地
元
企
業
か
ら

ど
れ
だ
け
調
達
で
き
る
の
か
。

答
　
財
政
課
長
　
地
上
デ
ジ

タ
ル
、
学
校
Ｌ
Ａ
Ｎ
︵
学
校
内

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︶
、
庁
舎

省
エ
ネ
な
ど
の
工
事
関
係
を

地
域
の
企
業
で
、
パ
ソ
コ
ン
、

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
等
は

メ
ー
カ
ー
か
ら
調
達
す
る
計

画
だ
。

問

　
国
が

補
助
す
る
が
、

考

え

方

と

し

て
、
補
助
金
に

よ
り
も
と
も
と

整
備
す
る
予
定

で
あ
っ
た
事
業

の
財
源
が
、
い

わ
ば
﹁
浮
く
﹂
形

に
な
る
。
こ
の

新
た
な
財
源
を

使
い
、
た
と
え

ば
商
店
街
街
路

灯
省
エ
ネ
電
球

交
換
、
街
路
灯

電
気
料
の
全
額

補
助
や
緑
地
再

生
・
管
理
事
業

な
ど
独
自
の
支

援
策
を
実
施
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
財
政
課
長
　
指
摘
の
こ

と
は
理
解
で
き
る
。
あ
え
て

い
う
な
ら
ば
、
学
童
保
育
室

新
設
工
事
な
ど
も
独
自
支
援

策
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

◆
ま
ず
雑
木
林
の
地
権
者
に

　
意
向
調
査
を

問
　
三
芳
町
の
雑
木
林
を
維

持
管
理
活
用
す
る
こ
と
は
町

の
戦
略
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
毎
年
３
〜
４
ha
減
少

し
て
約
１
５
５
ha
と
な
っ
て

い
る
状
況
を
見
る
と
早
急
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
。
山
林

地
権
者
・
住
民
・
町
の
三
者
が

協
定
し
て
雑
木
林
を
管
理
活

用
す
る
県
の
﹁
里
の
山
守
﹂
制

度
を
実
践
し
て
い
る
北
永
井

の
推
移
を
見
た
い
と
い
わ
れ

た
が
、
何
か
進
展
は
あ
る
の

か
。

答
　
町
長
　
運
動
公
園
隣
接

の
山
林
が
感
触
と
し
て
は
可

能
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
緑
の
公
共
事
業
と
あ
わ

せ
て
や
っ
た
方
が
よ
い
。
ま

ず
、
全
所
有
者
に
協
力
を
求

め
る
行
動
を
起
す
べ
き
で
は
。

答
　
町
長
　
ま
ず
町
民
の
意

識
の
高
ま
り
を
待
ち
た
い
。

９

子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
に

女
性
医
師
確
保
の
推
進
を
！

乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
充
実
を
望
む

公
明
党
　
内
藤
美
佐
子
　

日本共産党　光下重之　

　地域経済への経済危機対策・
　支援策の充実を！

緑の公共事業等で全町の平地林管理を！

対象者に配布された
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公明党　岩城桂子　

人と環境にやさしい
　　　　　　まちづくりを！

通学路の交通安全対策を望む！

必
要
な
道
は
ど
こ
？

　
　
見
直
し
に
皆
さ
ん
の
声
を
！

厳
し
い
財
政
状
況
で
の
優
先
順
位
は

大
空
　
林
　
伊
佐
雄
　

　
来
年
、
道
路
整
備
方
針
を

含
め
都
市
計
画
が
見
直
さ
れ

る
。
現
在
の
道
路
計
画
は
高

度
経
済
成
長
期
の
人
口
増
加

や
交
通
量
の
増
大
を
前
提
に

計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

各
自
治
体
と
も
財
政
状
況
の

逼
迫
か
ら
計
画
の
修
正
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

問
　
町
道
幹
線
２
号
線
︵
下

組
交
差
点
か
ら
所
沢
境
︶
を

含
む
上
富
の
通
り
は
、
国
道

２
５
４
に
次
い
で
人
身
・
物

件
事
故
が
多
い
。
２
号
線
も

主
要
生
活
道
路
か
ら
都
市
幹

線
道
路
に
格
上
げ
し
歩
道
整

備
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
都

市
計
画
の
見

直
し
の
中
で

精
査
し
、
事

故
の
な
く
な

る
よ
う
整
備

を
し
た
い
。

問
　
北
永
井

を
南
北
に
抜

け
る
町
道
幹

線

４

号

線

は
、
人
身
・
物

件
事
故
も
多

く
、
幅
員
も

他
路
線
よ
り

１
ｍ
狭
く
、

３
月
に
車
の

正
面
衝
突
に

よ
る
死
亡
事

問
　
都
市
計
画
道
路
鶴
瀬
西

通
り
線
の
今
後
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
藤
久
保
小
学
校

交
差
点
よ
り
富
士
見
市
へ
の

開
通
計
画
は
。

答
　
都
市
計
画
課
長
　
来
年

の
春
先
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
藤
久
保
小
学
校
交
差
点

よ
り
川
越
街
道
ま
で
の
道
路

拡
幅
整
備
に
つ
い
て
、
特
に

国
道
入
り
口
付
近
の
拡
幅
工

事
の
予
定
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
富
士
塚
の
区
画

整
理
事
業
で
行
う
こ
と
に
な

る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
隅
切

等
暫
定
整
備
を
実
施
し
た
い
。

問
　
富
士
見
市
道
９
０
４
号

線
三
芳
町
道
藤
久
保
16
号
線

の
道
路
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

地
権
者
と
の
話
し
合
い
や
今

後
の
取
り
組
み
は
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
住

民
の
意
見
に
対
応
し
て
い
く
。

問
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ネ
ッ
ト
に
お
け
る
都
市
安
全

グ
ル
ー
プ
の
通
学
路
点
検
の

状
況
と
今
後
の
対
応
は
。

答
　
総
合
政
策
室
長
　
各
小

学
校
区
毎
に
調
査
し
、
安
全

マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

完
成
の
際
は
、
学
校
・
地
域
で

活
用
し
て
頂
き
た
い
。
　

◆
環
境
対
策
に
つ
い
て

問
　
一
般
住
宅
に
お
け
る
太

故
も
発
生
し
た
。
住
民
要
望

に
基
づ
く
歩
道
整
備
が
最
優

先
課
題
で
は
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
交

通
量
も
多
く
他
路
線
の
進
捗

状
況
を
見
な
が
ら
一
日
も
早

く
整
備
を
し
た
い
。

問
　
役
場
入
口
か
ら
殖
産
住

宅
、
北
永
井
三
区
に
抜
け
る

町
道
幹
線
５
号
線
は
、
大
型

店
舗
が
近
く
に
で
き
た
こ
と

に
よ
り
事
故
も
多
い
。
大
型

車
の
規
制
等
を
行
う
主
要
生

活
道
路
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問
　
上
富
の
ケ
ヤ
キ
並
木
を

活
か
し
た
自
転
車
歩
行
者
道

整
備
事
業
は
、
整
備
が
進
む

中
で
樹
木
が
伐
採
さ
れ
て
い

る
。
緑
の
景
観
保
全
の
た
め

に
協
議
会
の
設
置
は
。

答
　
都
市
計
画
課
長
　
所
有

者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

◆
（仮）

近
世
開
拓
史
資
料
館

　
用
地
に
つ
い
て
　

問
　
こ
の
２
年
間
進
捗
し
て

い
な
い
が
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
県
の
判
断
が

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
住

民
の
意
見
を
聞
く
以
前
の
段

階
、
さ
ら
に
県
に
要
請
し
た

い
。

８

陽
光
発
電
の
設
置
に
、
国
や

県
で
は
補
助
金
が
出
て
い
る
。

町
独
自
の
補
助
は
ど
う
か
。

答
　
町
長
　
検
討
し
た
い
。

問

　

公

共

施

設

に

エ

コ

キ
ャ
ッ
プ
回
収
箱
の
設
置
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
各
施

設
に
設
置
を
お
願
い
し
て
は
。

◆
生
活
習
慣
病
予
防
の

　
た
め
に

問
　
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
は
。

答
　
住
民
課
長
　
広
報
等
に

掲
載
し
未
受
診
者
に
再
度
の

通
知
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
高
齢
者
の
難
聴
対
策
と

し
て
聴
力
チ
ェ
ッ
ク
の
体
制

を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

答

　
健
康
福

祉
課
長
　
医

師
会
と
検
討

し
て
い
く
。

︿
そ
の
他
の
質

問
﹀ 

竹
間
沢

41

号
線
の
進

捗
状
況 

藤

久
保
14

号
線

の
通
学
路
変

更 

不
要
携

帯
電
話
等
の

回
収
箱
設
置

に
つ
い
て

藤久保小学校前交差点

狭隘で交通量の多い北永井の通り
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問
　
裁
判
員
の
選
任
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
衆
議
院
の

選
挙
権
を
有
す
る
中
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
選
任
す
る
。

問
　
職
員
が
裁
判
員
に
選
任

さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

形
で
参
加
す
る
の
か
。

答
　
総
務
課
長
　
有
給
の
特

別
休
暇
を
取
得
で
き
る
よ
う

条
例
の
改
正
済
み
で
あ
る
。

問
　
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
た

住
民
や
職
員
に
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
が
い
る
場
合
、
配
慮

は
で
き
な
い
か
。

答
　
総
務
課
長
　
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
、
保
育
料
を

支
払
い
、
一
時
保
育
を
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

◆
環
境
美
化
に
つ
い
て

問
　
捨
て
看
板
等
の
所
有
者

へ
撤
去
を
促
し
て
い
る
か
。

答
　
道
路
下
水
道
課
長
　
巡

回
を
し
て
、
捨
て
看
板
を
確

認
し
た
ら
撤
去
す
る
よ
う
必

ず
連
絡
を
し
て
い
る
。

問
　
環
境
協
議
会
等
を
立
ち

上
げ
、
町
ぐ
る
み
で
環
境
美

化
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
意
義

あ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
現

時
点
で
の
立
ち
上
げ
に
つ
い

て
の
予
定
は
な
い
。
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◆
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に

　
つ
い
て

問
　
19
年
４
月
以
降

新
た
な
防
災
組
織
は

で
き
た
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
北
永

井
３
区
、
藤
久
保
２
・
３
区
、

み
よ
し
台
で
設
置
さ
れ
た
。

問
　
地
域
防
災
計
画
に
あ
る

自
主
防
災
活
動
の
育
成
・
指

導
は
い
つ
か
ら
実
施
さ
れ
る

の
か
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
県
の

助
成
制
度
を
考
え
な
が
ら
早

い
時
期
に
行
い
た
い
。

問
　
前
任
課
長
は
、
色
々
な

機
会
を
捉
え
て
、
自
主
防
災

組
織
化
を
推
進
し
た
い
と
さ

れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

答
　
町
長
　
区
長
会
と
の
協

議
が
最
適
と
思
う
が
、
暫
く

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
町
内
に
は
特
に
通
勤
・
通

学
の
利
用
が
多
い
路
線
バ
ス

が
あ
る
。
し
か
し
、
買
い
物
や

通
院
な
ど
町
内
施
設
を
ま
わ

る
公
共
交
通
手
段
が
な
い
こ

と
で
不
便
を
感
じ
て
い
る
住

民
は
多
い
。
昨
年
二
つ
の
請

願
が
採
択
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
新
し
い
交
通

手
段
の
構
築
は
喫
緊
の
課
題

と
い
え
る
。

問
　
町
長
は
交
通
審
議
会
に

﹁
三
芳
町
の
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
﹂
諮
問
し
た
が
、

審
議
会
の
審
議
状
況
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
昨
年

か
ら
３
回
の
審
議
会
に
お
い

て
、
路
線
バ
ス
運
行
の
２
件

の
請
願
や
国
土
交
通
省
の
地

域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生

事
業
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

問
　
こ
の
事
業
で
は
法
定
協

議
会
を
設
立
し
、
地
域
公
共

交
通
連
携
計
画
を
策
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
交
通
審

議
会
の
位
置
づ
け
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
審
議

会
委
員
が
協
議
会
に
入
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
全
く

別
の
組
織
と
考
え
て
い
る
。

問
　
審
議
会
で
、
他
の
事
例

の
推
移
を
見
て
検
討
し
て
い

く
と
説
明
し
た
が
、
相
当
な

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
今

後
の
審
議
会
の

開
催
予
定
は
。

答
　
自
治
環
境

課
長
　
今
年
の

５
月
に
中
間
答

申
を
出
し
た
の

で
、
年
度
内
の

開
催
は
考
え
て

い
な
い
。

問
　
審
議
会
で

議
論
を
重
ね
、

早
い
時
期
に
答

申
が
待
た
れ
る

が
い
つ
頃
に
な

る
か
。

答
　
自
治
環
境

課
長
　
諮
問
に

つ
い
て
は
期
限

が
な
い
と
考
え

て
い
る
。

◆
ケ
ー
タ
イ
持
っ
て
る
？

問
　
町
内
小
中
学
生
の
携
帯

所
持
率
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
小
学

生
は
約
17
％
、
中
学
生
は
約

61
％
で
あ
る
。

問
　
い
わ
ゆ
る
学
校
裏
サ
イ

ト
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
各
学

校
で
サ
イ
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
て
い
る
が
、
見
つ
け
る
の

は
難
し
い
。
状
況
が
変
わ
る

の
も
早
い
が
、
し
っ
か
り
と

指
導
し
て
い
き
た
い
。

11

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

裁
判
員
に
選
任
さ
れ
た
住
民
等
へ
の
配
慮
を

21
ク
ラ
ブ
　
山
田
政
弘
　

大空　菊地浩二　

みよしの「足」を考える
　　　交通不便地域の解消は？

積年の課題、解決の道筋は

10 人乗りジャンボタクシー

H21.11. １　三芳町議会だより　No.134

問
　
国
は
、
新
し
い
要
介
護

認
定
基
準
を
４
月
１
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
介
護
の
現
場
か
ら
は
、
実

施
前
か
ら
﹁
状
態
が
変
わ
ら

な
く
て
も
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
軽
度
に
判
断
さ
れ
る
の
で

は
﹂﹁
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
減
る
の
で
は
﹂
と
不

安
の
声
が
あ
っ
た
。
厚
労
省

は
新
し
い
認
定
で
軽
度
や
非

該
当
が
増
え
た
こ
と
を
認
め

大
幅
に
見
直
す
こ
と
を
決
め

た
。
新
し
い
要
介
護
認
定
は
、

国
の
費
用
削
減
が
目
的
だ
っ

た
。
町
は
新
し
い
認
定
基
準

で
判
定
す
る
の
で
は
な
く
、

本
人
の
意
向
を
尊
重
し
た
判

定
結
果
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
長
　
本

人
の
意
向
も
あ
る
が
、
適
切

な
判
定
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
現
在
支
払
っ
て
い
る
介

護
保
険
利
用
枠
に
35
・
３
％

の
人
が
負
担
を
感
じ
て
い
る
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
、
ま
た
は
利
用

を
や
め
た
理
由
に
つ
い
て

11
・
８
％
が
利
用
料
の
負
担

を
挙
げ
て
い
る
。
町
は
、
努
力

を
し
て
低
所
得
者
へ
の
利
用

料
を

助
成
し
て
い
る
が
、

対
象
者
を
拡
大
す
べ
き
で
は
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
長
　
今

後
の
課
題
と
す
る
が
、
現
状

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
介
護
保
険
料
の
減
免
規

定
を
住
民
に
周
知
す
る
た
め

に
、﹁
み
ん
な
で
あ
ん
し
ん
介

護
保
険
﹂﹁
わ
た
し
た
ち
の
介

護
保
険
保
存
版
﹂
へ
減
免
規

定
を
掲
載
し
て
は
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
長
　
分

か
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

問
　
低
所
得
者
に
負
担
の
軽

い
応
能
負
担
を
生
か
し
た
多

段
階
方
式
の
介
護
保
険
料
に

見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
　
高
齢
者
支
援
課
長
　
24

年
度
に
向
け
考
え
て
み
た
い
。

◆
土
地
の
掘
削
深
度
は
２
ｍ

　
以
内
に

問
　
雑
木
林
が
伐
採
さ
れ
、

土
が
深
く
掘
削
さ
れ
て
い
る
。

地
下
水
の
汚
染
や
違
反
物
質

の
投
入
が
心
配
だ
。
土
地
の

掘
削
規
制
の
条
例
制
定
は
。

答
　
自
治
環
境
課
長
　
制
定

に
向
け
研
究
・
検
討
を
す
る
。

問
　
世
界
的
な
不
況
に
よ
り
、

本
年
度
で
約
１
億
円
の
法
人

税
の
還
付
が
発
生
し
、
財
政

が
益
々
厳
し
く
な
っ
た
が
、

法
人
町
民
税
の
見
通
し
は
。

答
　
税
務
課
長
　
８
月
ま
で

の
法
人
納
税
額
は
昨
年
同
時

期
と
比
べ
73
・
８
％
と
か
な

り
落
ち
込
ん
で
い
る
。
こ
の

ま
ま
推
移
す
る
と
今
年
度
の

法
人
町
民
税
は
当
初
予
算
か

ら
か
な
り
落
ち
込
む
と
予
想

さ
れ
る
。

問
　
法
人
町
民
税
で
は
﹁
欠

損
金
の
繰
越
控
除
制
度
﹂
が

定
め
ら
れ
、
欠
損
を
最
大
で

７
年
間
繰
り
越
せ
る
。
そ
の

間
に
利
益
が
出

た
場
合
も
欠
損

解
消
ま
で
は
納

税
が
発
生
し
な

い
。
過
去
に
お
い

て
、
こ
の
制
度
が

適
用
さ
れ
た
例

は
あ
る
か
。

答
　
税
務
課
長

　
法
人
の
納
税

額
は
把
握
し
て

い
る
が
、
決
算
額

は
把
握
し
て
い

な
い
。
こ
の
制
度

が
適
用
さ
れ
た

か
は
確
認
し
て

い
な
い
。

問
　
過
去
の
不

況
の
例
で
は

、

不
況
の
翌
年
か
ら
法
人
町
民

税
の
減
少
が
始
ま
り
、
そ
の

翌
年
に
底
が
来
て
い
る
。
ま

た
そ
の
後
の
回
復
も
３
〜
４

年
か
か
っ
て
い
る
が
、
今
回

の
不
況
で
の
予
測
は
。

答
　
財
政
課
長
　
法
人
町
民

税
の
性
格
か
ら
、
景
気
の
変

動
か
ら
多
少
遅
れ
て
法
人
税

に
影
響
が
出
る
。
従
っ
て
法

人
税
の
減
少
は
今
後
数
年
間

は
続
く
と
予
想
し
て
い
る
。

◆
緑
の
保
全
に
関
し
て

問
　
こ
の
10
年
間
で
山
林
の

面
積
は
ど
の
程
度
減
少
し
て

い
る
か
。

10

答
　
都
市
計
画
課
長
　
平
成

12
年
に
比
べ
平
成
21
年
で
約

18
％
減
少
し
て
い
る
。

問
　
相
続
等
で
今
後
も
緑
の

減
少
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
そ

の
対
策
は
。

答
　
都
市
計
画
課
長
　
一
定

の
条
件
下
で
相
続
税
の
低
減

等
を
条
例
で
定
め
て
い
る
。

問
　
住
民
の
方
の
緑
の
保
全

の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
町

民
公
募
債
で
緑
地
の
公
有
地

化
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
財
政
課
長
　
一
つ
の
有

効
な
手
段
と
考
え
て
い
る
。

大空　山口正史　

「欠損金の繰越控除制度」の
　　　　　法人町民税への影響

今後の財政の見通しは

国
の
介
護
保
険
制
度
の

　
　
　
　
利
用
抑
制
政
策
は
問
題

土
地
の
掘
削
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
制
定
を

日
本
共
産
党
　
吉
村
美
津
子
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自校式学校給食

調
査
の
目
的

町
の
現
状

三
芳
町
に
ど
う
活
か
す
か

場
所

桑の実三芳保育園

上富学童保育室

少子化対策として子育て支援の中、

保育行政の現状把握と今後の取り

組みについて調査する。

桑の実三芳保育園は昨年４月に開園

した、初めての民間保育園である。

上富学童保育室は町内５番目で４月

に開室された。

一時保育の利用や、待機児童の解

消など子育て支援に大きく成果が

あったが、運営面の支援や保護者

の対応・職員のサポート体制など

をさらに強化し、老朽化の保育所

建て替えに活かしていく必要があ

る。また安心・安全な居場所づくり

として、他の学童保育室の需要に

どう対応していくかが今後の課題

である。

ふじみ野市東台小学校

太陽光発電の導入や校庭の芝生化

を実施し、環境教育を行っている

エコスクールを調査し、学校施設

の充実に資する。

木質による内装を取り入れた学校

や、ビオトープを実施している学

校はあるが、自然エネルギーの活

用はしていない。

太陽光や風を数値で確認する教育

効果は高いので、小規模な風力発

電装置の導入は考えられる。校庭

の芝生化については、維持管理で

苦労されていた。安価で維持管理

ができる「鳥取方式」の検討、校庭

の全面ではない部分芝生化、児童

生徒、またＰＴＡや地域住民の協

力を得た管理体制を構築すること

によって芝生化は可能である。

大井学校給食センター

学校給食センターは、築35年が経

過し老朽化が進んでいる。ドライ

方式を採用している施設の調査を

実施。

当町では、厨房の床を水で洗浄す

るウエット方式、またセンターで

全校の給食を調理するセンター方

式を採用。

国で示している学校給食衛生管理

基準に基づき、衛生面、安全面を十

分に考慮した施設を検討すること

になる。厨房の床がいつでも乾燥

した状態で使用できるドライ方式

は、安全で衛生的な環境で調理で

きる。また食育の観点からは、セン

ター方式ではなく、自校方式（各学

校で調理）も検討課題である。

７月 13 日（月）に所管事務調査として埼玉県所沢市議会を訪問しました。

所沢市議会基本条例の成立に至るまでにどのよう

な活動を展開していったのかを参考にするため、

調査したものである。

本年４月臨時会において「議会基本条例」及び「議

員政治倫理条例」の制定に向け議会改革特別委員

会を立ち上げた。

委員会立ち上げ後、数回の会議を経て先進

地である所沢市議会での事務調査を行った

が、条例をつくるまでの過程を見ると、特

徴的なものがいくつかある。工程表をつく

り条例制定の時期を明確化し、条文案を議

員自らが作成したことや、作業部会をつく

り策定指針に基づき原案の作成及び専門家

にアドバイザーを依頼したことなどが参考

にすることができる。

調
査
の
目
的

三
芳
町
に
ど
う
活
か
す
か

町
の
現
状

７月 15 日（水）に所管事務調査として三芳町内とふじみ野市の施設を訪問しました。

議 会 改 革 特 別 委 員 会

厚 生 文 教 常 任 委 員 会
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問
　
子
ど
も
の
成
長
、
豊
か

な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
教
育

の
基
礎
と
な
る
の
が
﹁
食
教

育
﹂
だ
。
栄
養
教
諭
の
配
置
等

指
導
体
制
は
ど
う
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　
埼
玉

県
で
は
65
人
の
栄
養
教
諭
が

い
る
が
当
町
に
は
配
置
が
な

い
。
学
校
栄
養
職
員
が
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
。

問
　
食
育
推
進
基
本
計
画
で

は
、
来
年
ま
で
に
学
校
給
食

に
地
場
産
物
の
使
用
を
食
材

の
30
％
以
上
に
す
る
方
針
だ

が
、
当
町
の
現
状
と
利
用
拡

大
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
　
給
食
セ
ン

タ
ー
副
所
長

当
町
で
は
現
在

10
％
地
元
野
菜

を
使
用
。
量
の

確
保
、
仕
入
れ

業
者
の
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
が
あ

る
。

問

　

給
食
セ

ン
タ
ー
は
築
37

年
を
経
過
し
建

て
替
え
時
期
を

迎
え
て
い
る
。

そ
の
際
に
食
育

の
推
進
、
地
場

産
物
の
拡
大
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対

策
の
解
決
と
も

な
る
各
学
校
で
調
理
す
る

﹁
自
校
方
式
﹂
に
変
更
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
町
長
　
自
校
方
式
を
理

解
す
る
が
、
財
政
負
担
や
建

て
替
え
時
期
も
迫
っ
て
お
り

併
せ
て
検
討
し
た
い
。

◆
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
活
用
と

　
上
富
の
ま
ち
づ
く
り

問
　
研
究
報
告
で
は
、
上
富

の
ま
ち
づ
く
り
を
﹁
三
芳
上

富
み
ど
り
と
歴
史
の
町
﹂
と

し
て
い
る
。
都
市
と
農
村
の

交
流
の
場
﹁
体
験
農
園
﹂﹁
農

産
物
直
売
所
﹂﹁
歴
史
文
化
遺

産
を
巡
る
散
策
路
﹂
等
の
事

業
に
協
力
し
て
も
よ
い
と
地

元
農
家
の
方
が
答
え
て
い
る

が
実
施
は
ど
う
か
。

答
　
産
業
振
興
課
長
　
協
力

者
の
把
握
、
場
所
、
交
通
安
全

策
等
検
討
課
題
が
あ
る
。

問
　
地
元
農
家
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
へ
の
大
型
車
導
入
に
つ
い

て
反
対
、
現
状
で
よ
い
と
い

う
意
見
も
多
い
。
利
用
者
の

動
向
や
財
政
負
担
も
考
慮
し

計
画
は
慎
重
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
総
合
政
策
室
長
　
当
面

交
差
点
改
良
を
進
め
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
活
用
は
総

合
的
な
検
討
が
必
要
だ
。

豊
か
な
給
食
を
め
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７月６日（月）・７日（火）に所管事務調査として神奈川県愛川町議会・三重県伊賀市議会を

訪問しました。

三芳町議会では、「議会基本条例」「議員政治倫理

条例」の策定に向け議会改革特別委員会が設置さ

れたが、引き続き議会運営委員会で議会の活性化

や議会運営について調査研究することとなり、先

進議会を調査した。

早くから一般質問で一問一答方式を採用し、議会

改革が進められきた。昨年度からは一般質問席の

設置、夜間・休日議会の開催、議会報告会など住

民に関心を持っていただけるような施策を次々に

実施してきた。

神奈川県愛川町議会や三重県伊賀市議会では、それぞれ手法等の違い

はあるが、議会改革に熱心に取り組んでいることがよく理解できた。

また、議会がどのような活動をしているのかを住民に知っていただく

ために、議会報告会を継続して実施していくことや広報部門を強化す

るため、議会だより編集委員会を広い範囲で所管する広報委員会とし

て位置付けることを検討することも重要であると認識した。

今回の視察調査では、三芳町の議会改革においても、まず第一に何が

必要か、何を成すべきか「検討項目」を洗い出し、優先順位を定め一

つ一つ議論を深めていくことが重要であると考え、町民に開かれた議

会を目指す上で、大変参考になった。
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